
本宣言書は栃木銀行のサポートのもと作成しております 

●活動のPDCAサイクルの構築

●活動予算の確保

●SDGs経営に関する経営層への研修

●経営層によるSDGsの推進度合いの評価の実施

経営層が自社のSDGsに関する活動の重要性について認識し、経営の一環として積極的に推進いたします。

環境問題を自分事として取り組むために、環境意識のさらなる向上に努めます。

●従業員に対する、ポスター掲示等による普及・啓発

●従業員に対する教育・研修の定期的な実施

●従業員参加型の環境保全活動（地域の清掃活動等）の実施

●社内の環境取り組みに関する表彰制度の整備

●照明のこまめな消灯や待機電力の節約

●LED化の推進

●再生可能エネルギーの導入・利用推進

●工程改善等ロス削減による省エネ推進

CO2排出抑制のため、さらなる省エネ・節電を推進します。

●廃棄物排出量の削減、リユース・リサイクルの推進

●ペットボトル・空き缶の分別回収やリサイクル活動

●ペーパーレス化の推進

●廃棄物の管理体制の強化（廃棄物処理法の順守等）

未来の地球環境を守るため、自社で排出する廃棄物の削減やリサイクル等の活動に努めます。

【具体的な取組】

SDGs経営の推進

【具体的な取組】

環境問題の認識・理解の推進

【具体的な取組】

省エネ・節電

【具体的な取組】

ゴミ・廃棄物削減
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当社は、現在の多様化・高度化する製品や技術に合せ、最適なプランを提供すること

をモットーに、今後もＳＤＧｓへの積極的な取り組みにより、地域社会の持続的発展

に貢献してまいります。
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